
科学技術に関する研究等の基盤の強化等を図るため、独立行政法人日本原子力研究

 

開発機構が設置するＪ－ＰＡＲＣ中性子線施設の共用を促進するための措置を講ずる。

概 要
（１）

 

特定先端大型研究施設として特定中性子線施設を追加

独立行政法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）が設置する
「特定中性子線施設」（Ｊ－ＰＡＲＣ中性子線施設）を、特定先端大型研究施設として
追加する。

（２）

 

原子力機構の業務追加

原子力機構に、中性子線共用施設（共用ビームライン）の建設及び維持管理を行い、

 

並びにこれを研究者等の共用に供すること等の業務を追加する。

（３）

 

登録施設利用促進機関による特定中性子線施設の利用促進業務の実施
原子力機構が行うとされた業務のうち、利用者の選定及び支援に係る業務の全部又

 

は一部を、登録施設利用促進機関に行わせることができることとする。

※施行期日：平成２１年７月１日

共用開始が遅れれば、諸外国の研究者・技術者に先を越され、日本が競争力ある成
果を逃すことになる。

※予算関連法案

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律の

一部を改正する法律案の概要

趣 旨

国（文部科学省）

 

共用の促進に関する基本的な方針の策定

（開発業務） （共用業務）

【理化学研究所】

◇特定放射光施設の共用施設・

特定高速電子計算機施設の

建設・維持管理

 

等

【原子力機構】

◇特定中性子線施設の共用

施設の建設・維持管理

 

等

連携

公平かつ効率的な共用を行うため、

開発主体とは別の機関が実施

【登録施設利用促進機関】

◇利用者の選定

◇利用者に対する支援

 

等

外部専門家

特定先端大型研究施設

特定高速電子計算機施設
（次世代スパコン）

特定放射光施設
（

 

SPring-8等）
特定中性子線施設

（

 

J-PARC中性子線施設）

実施計画の認可 実施計画・業務規程の認可

利用者（大学・独法・産業界）

公正な課題選定

情報提供、研究相談、
技術指導等利用の

応募

利用者の

ニーズ

広範な分野での活用

○本法律における特定先端大型研究施設の共用の枠組み

１



J-PARC（大強度陽子加速器施設）について

原子核・素粒子実験施設

（ハドロン実験施設）物質・生命科学実験施設

ニュートリノ実験施設
（神岡検出器へ)

５００ｍ

50GeVシンクロトロン3GeVシンクロトロン
リニアック

世界最高レベルのビーム強度を有する複合陽子加速器施設により多彩な二次粒子を用いた新しい研究

 

手段を提供し、物質科学、生命科学、原子核・素粒子物理学など、基礎科学から産業応用までの幅広い

 

研究開発を推進する。日本原子力研究開発機構と高エネルギー加速器研究機構が共同して計画を推進。

２

物質・生命科学実験施設

○加速器から送り込まれた陽子ビームによる核破砕反応で大量の中性子が

 

発生し、その中性子源から放射状に配置されるビームライン（２３本設置可

 

能）に、世界最高性能の中性子線が供給される。

○英国のラザフォード研究所、米国のオークリッジ国立研究所とともに、世界の

 

３大中性子源として位置付けられる。

中性子線施設

陽子を原子核と衝突させ、中性子線を作る

中性子発生の仕組み

中性子

中性子実験装置

陽子ビーム

中性子ビームライン
（２３本）

設置場所：茨城県東海村



中性子の利用によりもたらされる効果

中性子の軽い元素（水素、リチウム等）がよく見える性質を利用

世界最高性能の中性子線を用いることにより、原子の挙動や物質の

 

構造、材料の内部状況などを詳細に調べることが可能となる。これ

 

により、新薬の開発など新たなテクノロジーの創出が進み、社会に

 

広く貢献することができる。

→新素材の開発による充電池の高性能化へ

携帯電話等に使用される充電池の性能（容量や寿命）は、内部のリチウムの動き

 

等に依存している。中性子のリチウムを識別する能力の高さを利用して、充電・放

 

電時におけるリチウムの動き等を理解することによって、より高性能な充電池を開

 

発する。

構造材料内部のひずみの分布を調

 

べることにより、製品の安全性の確

 

認や、寿命診断を行うことができる。

中性子の透過能力の高さを利用

→鉄鋼材料の性能向上や、安

 

全性の高い製品開発へ

中性子で見たタンパク質の構造

 

（水分子・水素原子も見ること

 

ができる）

携帯電話のバッテリー

薬は人体の生体物質（タンパク質）と相互作用することにより効能を発揮するもの

 

である。中性子の水素を識別する能力の高さを利用して、水素や水分子を含めた

 

生体物質全体の構造を明らかにすることにより、生体物質と効果的に相互作用す

 

る薬を探り出す。

３

中性子の利用によって解明された

 

リチウムイオンの動き

電池の＋ 電池の－

リチウムイオン

→新薬の開発による難病克服へ

マンガン 酸素 リチウム

中性子による計測

薬

水素

水分子

タンパク質

生体物質と相互作用する薬

中性子で観測した列

 

車の車輪断面におけ

 

るひずみの分布

同じものをX線で見た場合
（少ない試料・短時間の測定で、

 

骨格構造を見ることができる）



X線（放射光）と中性子線の違い

４

Ｘ線も中性子線も、物質の原子や分子の構造を調べるために利用される

 

が、中性子は特に軽い元素を観察する能力に優れているなどの特徴を

 

有するため、生命科学や物質科学において、これまでＸ線では得ることの

 

出来なかった研究成果の創出が期待できる。

※缶の中に「噴水の玩具」をセットして、噴水の状況を中性子線とＸ線で観察

中性子線では噴水の状況が鮮明に見える。
（水分子を捉えることができる）

Ｘ線では噴水の状況がわからない。
（水分子を捉えることができない）

○中性子線はＸ線では捉えることの難しい軽元素を捉えることが可能

○中性子は透過能力が高く、金属などを通り抜けやすい

【中性子線の特徴の一例】

X線では金属（コイルや

 

モーター、ねじ）が写る。

※同じオモチャの缶を、中性子線とX線で撮影

中性子は水素の多いプラ

 

スチックがよく写るが、金

 

属は写らない。（金属を通

 

り抜けている）

（参考）
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